
第一回
岡山県渇水対策本部会議

令和８年９月７日

©岡山県「ももっち・うらっち」
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高梁川流域 旭川流域 吉井川流域

流域毎の流域平均降雨量（７-8月）
平年 R8

平年

平年

平年

（１）県内の降雨量

※平年の降雨量は10ヵ年平均（平成28年～令和７年）

１ 現在の渇水状況について 土木部

➢各流域ともに平年より少雨傾向、高梁川及び旭川流域は３割程度にとどまる

平年の
約３割

平年の
約３割

平年の
約４割

(mm)
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三室川ダム

八塔寺川ダム

高瀬川ダム

津川ダム

湯原ダム

苫田ダム

小阪部川ダム

千屋ダム

坂根堰

旭川ダム

新田原井堰

河本ダム

新成羽川ダム

津川ダム

湯原ダム

旭川ダム

河本ダム

三室川ダム

新成羽川ダム

苫田ダム

八塔寺川ダム

新田原井堰

坂根堰

（２）降雨量の分布

１ 現在の渇水状況について 土木部

地域別の降雨量分布（７月～８月 総雨量）

〈凡例〉２ヶ月の10カ年平均雨量に対する
 令和８年度降雨量の割合

平年の約２５％未満
平年の約２５％～５０％未満
平年の約５０％～７５％未満
平年の約７５％以上

高梁川流域 旭川流域

：高梁川水系の主要ダム
：旭 川 水 系の主要ダム
：吉井川水系の主要ダム

※平年の貯水量は10ヵ年平均（平成28年～令和7年）

小阪部川ダム

千屋ダム高瀬川ダム

2



（速報値） （令和８年９月４日 ９時 現在）

水系別 ダム名

令和８年９月４日時点

平年
貯水率利水容量

（万ｍ３） 
貯水量
（万ｍ３）

貯水率

高梁川水系ダム
千屋、河本、三室川

高瀬川、小阪部川、新成羽川
10,657 4,586 43.0％ 79.4％

旭川水系ダム 旭川、湯原 10,077 4,769 47.3％ 66.2％

吉井川水系ダム
苫田、津川、八塔寺川、

坂根堰、新田原井堰
3,442 2,654 77.1％ 94.6％

※データ出典：岡山県、国土交通省岡山河川事務所、苫田ダム管理所、中国電力(株)、高梁川用水土地改良区、吉井川下流土地改良区

（３）主要ダムの貯水状況

１ 現在の渇水状況について 土木部

※平年の貯水率は10ヵ年平均（平成28年～令和7年）

3

➢高梁川水系及び旭川水系の主要ダムで、平年と比べて非常に低い貯水状況



➢７月以降、貯水量の減少が続いており、このまま降雨が少ない状況が続く
と深刻な水不足が予測される。

（４-１）高梁川水系のダムの貯水状況

１ 現在の渇水状況について 土木部

９月４日 ９時現在
貯水量 45,857千㎥

貯水率 43.0％
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流
域
平
均
雨
量
（
㎜
）

54,000千m3(50%)

43,000千m3(40%)

32,000千m3(30%)

11,000千m3(10%)

21,000千m3(20%)

0千m3(0%)

平成６年渇水

非出水期貯水容量111,338千m3
出水期貯水容量106,563千m3

平成１４年渇水

令和８年 令和５年冬季渇水



➢７月以降、貯水量の減少が続いており、このまま降雨が少ない状況が続く
と深刻な水不足が予測される。

（４-２）旭川水系のダムの貯水状況

１ 現在の渇水状況について 土木部

ダム管理班にて作成
岡山河川事務所からデータ
をもらう。
グラフデータをもらえるので、
予測の線と矢印を追加する。
(赤点線・矢印 ）

９月４日 ９時現在
貯水量 47,689千㎥

貯水率 47.3％
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流
域
平
均
雨
量
（
㎜
）

平成６年渇水

平成１４年渇水

令和８年

0千m3（0%）

20,000千m3（20%）

10,000千m3（10%）

30,000千m3（30%）

令和４年渇水

流
域
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均
雨
量
（
㎜
）

54,000千m3(50%)

43,000千m3(40%)

32,000千m3(30%)

11,000千m3(10%)

21,000千m3(20%)

0千m3(0%)

平成６年渇水

非出水期貯水容量111,338千m3
出水期貯水容量106,563千m3

平成１４年渇水

令和８年 令和５年冬季渇水
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令和８年

0千m3（0%）

20,000千m3（20%）

10,000千m3（10%）

30,000千m3（30%）

令和４年渇水



▼59,000千㎥（55%）程度　渇水調整準備会招集準備

※取水制限実施について協議

▼10,700千㎥（10%）程度　渇水調整会議開催(第4回）

※取水制限実施について協議

▼54,000千㎥（50%）程度　渇水調整準備会開催

▼担当者による事前打合せ

▼担当者による事前打合せ

※取水制限実施について協議
過去の実績（上水30％・工水50％・農水70％）を参考
に調整・協議が整い次第取水制限強化

▼21,000千㎥（20%）程度　渇水調整会議開催(第3回）

過去の実績（上水20％・工水30％・農水50％）を参考に
調整・協議が整い次第取水制限強化

▼10,700千㎥（10%）未満　渇水調整会議開催(第5回）

14,000千m3

～

0千m3

25,000千m3

～

14,000千m3

23%程度
～

13%程度

▼担当者による事前打合せ

13%程度
～
0%

過去の実績（上水40％・工水70％・農水90％）を参考に
調整・協議が整い次第取水制限強化

43,000千㎥
～

25,000千㎥

40%程度
～

23%程度

▼25,000千㎥（23%）程度　渇水調整会議招集準備

過去の実績（上水10％・工水10％・農水30％）を参考に
調整・協議が整い次第取水制限強化

※取水制限実施について協議
▼32,000千㎥（30%）程度　渇水調整会議開催(第2回）

▼35,000千㎥（33%）程度　渇水調整会議招集準備

６ダム
貯水量

６ダム
貯水率

渇水（貯水量等）の状況及び期間 調整の目安
取水制限解除
（緩和）の目安

59,000千㎥
～

43,000千㎥

55%程度
～

40%程度

107,000千㎥
～

59,000千㎥

100%
～

55%程度

▼48,000千㎥（45%）程度　渇水調整会議招集準備

▼46,000千㎥（43%）程度　渇水調整会議開催(第1回）
※取水制限実施について協議

▼担当者による事前打合せ

▼14,000千㎥（13%）程度　渇水調整会議招集準備

過去の実績（上水5％・工水10％・農水20％）を参考に調
整・協議が整い次第取水制限開始

渇水調整会議の結果に基づき取水制限開始
※６ダム統合運用開始

準

備

期

渇

水

調

整

期

危

機

的

渇

水

期

54,000千㎥

46,000千㎥

32,000千㎥

50%程度

43%程度

30%程度

10,700千㎥ 10%程度

協議会による協議

取水制限（全面）解除

協議会による協議

取水制限（一時）解除

協議会による協議

取水制限緩和

（段階的に制限緩和）

異

常

渇

水

期

渇

水

発

生

前

59,000千㎥ 55％程度

43,000千㎥ 40%程度

25,000千㎥ 23%程度

13%程度14,000千㎥

千屋ダム、河本ダム、高瀬川ダム、三室川ダム、小阪

部川ダム及び新成羽川ダム（６ダム）の貯水量の合計

が54,000千㎥（50％）を下回る恐れがある場合

６ダムの貯水量の合計が43,000千㎥（40％）を下回る

恐れ等がある場合で、水利使用者からの申請があっ

た場合又は緊急に水利使用の調整を行わなければ公

共の利益に重大な支障を及ぼす恐れがある場合

35,000千㎥ 33%程度

21,000千㎥ 20%程度

0千㎥ 枯渇

約

14

日

程

度

約

15

日

程

度

約

9

日

程

度

約

12

日

程

度

48,000千㎥ 45%程度

貯水率の

減少が進

行し、段階

的に水利

用の制限

を強化して

いる状況

貯水率が

減少傾向

にあり、水

利用を自

主的に制

限している

状況

平常時

貯水率の

減少が進

行し、段階

的に水利

用の制限

を強化して

いる状況

貯水率の

減少が進

行し、段階

的に水利

用の制限

を強化して

いる状況

現時点

渇
水
発
生
前

準
備
期

渇
水
調
整
期

異
常
渇
水
期

危
機
的
渇
水
期

２ 渇水対策等について 土木部

（１-１）高梁川水系
 渇水対応タイムライン

➢渇水対応タイムラインとは

渇水の深刻度の進展と影響・被害を
想定した「渇水シナリオ」と、渇水によ
る被害の軽減と最小限のための対策
等を時系列で整理した「行動計画」で
構成するもの。

40%程度
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▼55,000千㎥（55%）程度　渇水調整準備会招集準備

※取水制限実施について協議
※令和４年度実績では未経験
他河川の事例（上水40％・工水70％・農水90％）を参考
に調整・協議が整い次第取水制限強化

※取水制限実施について協議

▼50,000千㎥（50%）程度　渇水調整準備会開催

▼担当者による事前打合せ

▼30,000千㎥（30%）程度　渇水調整会議開催(第2回）

※令和４年度実績では未開催

▼33,000千㎥（33%）程度　渇水調整会議招集準備

▼担当者による事前打合せ

13,000千m3

～

0千m3

23,000千m3

～

13,000千m3

23%程度
～

13%程度

▼担当者による事前打合せ

13%程度
～
0%

▼担当者による事前打合せ

※取水制限実施について協議
▼20,000千㎥（20%）程度　渇水調整会議開催(第3回）

過去の実績（岡山市上水20％・真庭市上水10%・美咲町
上水10%・工水30％・農水50％）を参考に調整・協議が
整い次第取水制限強化

40,000千㎥
～

23,000千㎥

40%程度
～

23%程度

▼23,000千㎥（23%）程度　渇水調整会議招集準備

２ダム
貯水量

２ダム
貯水率

渇水（貯水量等）の状況及び期間 調整の目安
取水制限解除
（緩和）の目安

55,000千㎥
～

40,000千㎥

55%程度
～

40%程度

100,000千㎥
～

55,000千㎥

100%
～

55%程度

▼45,000千㎥（45%）程度　渇水調整会議招集準備

▼43,000千㎥（43%）程度　渇水調整会議開催(第1回）
※取水制限実施について協議

▼13,000千㎥（13%）程度　渇水調整会議招集準備

過去の実績（上水10％・工水10％・農水30％）を参考に
調整・協議が整い次第取水制限開始

渇水調整会議の結果に基づき取水制限開始
※２ダム統合運用開始

▼10,000千㎥（10%）程度　渇水調整会議開催(第4回）
※取水制限実施について協議
※令和４年度実績では未経験
他河川の事例（上水30％・工水50％・農水70％）を参考
に調整・協議が整い次第取水制限強化

▼10,000千㎥（10%）未満　渇水調整会議開催(第5回）

準

備

期

渇

水

調

整

期

危

機

的

渇

水

期

50,000千㎥

43,000千㎥

30,000千㎥

50%程度

43%程度

30%程度

10,000千㎥ 10%程度

協議会による協議

取水制限（全面）解除

協議会による協議

取水制限（一時）解除

協議会による協議

取水制限緩和

（段階的に制限緩和）

異

常

渇

水

期

渇

水

発

生

前

55,000千㎥ 55％程度

40,000千㎥ 40%程度

23,000千㎥ 23%程度

13%程度13,000千㎥

旭川ダム及び湯原ダム（２ダム）の貯水量の合計が

50,000千㎥（50％）を下回る恐れがある場合

２ダムの貯水量の合計が40,000千㎥（40％）を下回る

恐れ等がある場合で、水利使用者からの申請があっ

た場合又は緊急に水利使用の調整を行わなければ公

共の利益に重大な支障を及ぼす恐れがある場合

33,000千㎥ 33%程度

20,000千㎥ 20%程度

0千㎥ 枯渇

約

10

日

程

度

約

20

日

程

度

約

10

日

程

度

約

10

日

程

度

45,000千㎥ 45%程度

貯水率の

減少が進

行し、段階

的に水利

用の制限

を強化して

いる状況

貯水率が

減少傾向

にあり、水

利用を自

主的に制

限している

状況

平常時

貯水率の

減少が進

行し、段階

的に水利

用の制限

を強化して

いる状況

貯水率の

減少が進

行し、段階

的に水利

用の制限

を強化して

いる状況

協議会による協議

取水制限（全面）解除

協議会による協議

取水制限（一時）解除

協議会による協議

取水制限緩和

（段階的に制限緩和）

準

備

期

渇

水

調

整

期

危

機

的

渇

水

期

異

常

渇

水

期

渇

水

発

生

前

２ 渇水対策等について 土木部

（１-２）旭川水系
 渇水対応タイムライン

現時点

渇
水
発
生
前

準
備
期

渇
水
調
整
期

異
常
渇
水
期

危
機
的
渇
水
期

40%程度

ダム管理班にて作成
各水系でタイムラインを
変える。
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２ 渇水対策等について 土木部

期 間
水道

用水

工業

用水

農業
用水

高 梁 川 水 系

水 利 用 協 議 会

（渇水調整会議）

９月７日 ～ 

（１０：００）
５％ 10％ 20％

➢９月７日から取水制限を実施

⚫高梁川水系水利用協議会構成団体

・国土交通省 岡山河川事務所
・岡山県 保健医療部
・岡山県 農林水産部
・岡山県 土木部
・岡山県 企業局
・新見市 建設部
・高梁市 土木部
・倉敷市 水道局
・岡山県南部水道企業団
・備南水道企業団
・岡山県西南水道企業団
・岡山県広域水道企業団
・倉敷市 文化産業局

農林水産部

・湛井十二箇郷組合
・湛井十二箇郷組合議会
・上原井領土地改良区
・高梁川東西用水組合
・総社市 産業部
・上成乙島用水組合
・笠岡湾干拓土地改良区
・浅口市 産業建設部
・アサヒ飲料（株）岡山工場
・ （株）クラレ倉敷事業所
・中国電力（株）

電源事業本部
東部水力センター

・高梁川用水土地改良区

期 間
水道
用水

工業
用水

農業
用水

旭 川 水 系

水 利 用 協 議 会

（渇水調整会議）

９月９日 ～
 （９：００）

10％ 10％ 30％

➢９月９日から取水制限を実施

⚫旭川水系水利用協議会構成団体

・国土交通省 岡山河川事務所
・岡山県 保健医療部
・岡山県 農林水産部
・岡山県 土木部
・岡山県 企業局
・岡山県 環境文化部
・真庭市 建設部
・美咲町 旭総合支所
・吉備中央町 水道課
・岡山市 産業観光局
・岡山市 中区役所
・岡山市 北区役所
・岡山市水道局
・ （株）クラレ 岡山事業所
・ （有）国富工業
・セイショク（株） 岡山工場
・中国電力（株） 電源事業本部  東部水力センター

＜高梁川水系＞ ＜旭川水系＞

（２）取水制限
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（３）今後の取り組み

⚫ 渇水に関する情報の収集及び提供

⚫ メディア等を活用した広報活動

⚫ 市町村への渇水対策の依頼

⚫ 関係機関への節水の呼びかけ

２ 渇水対策等について 土木部

広 報 媒 体 等 開 始 時 期 等

テ レ ビ 9月7日から地上データ放送によりお知らせ

ラ ジ オ 9月7日以降、順次実施

県 ホ ー ム ペ ー ジ 9月7日からトップページに掲載

ＳＮＳ（X（旧Twitter）・Facebook等） 9月7日以降配信

啓 発 チ ラ シ 9月7日から県民室等に設置

懸 垂 幕 ・ 広 報 車 9月7日以降、順次実施
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 ２ 渇水対策等について（おねがい） 土木部
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（４）水道用水の状況

⚫ 水道事業者（市町村）による給水への影響

現時点で直ちに給水への影響はなし

⚫ 旭川水系及び高梁川水系水道事業者の対応状況

２ 渇水対策等について 保健医療部

水道事業者  渇水に対する対応状況

岡山市 ・岡山市水道局渇水対策準備室を設置（8月17日）

井原市 ・給水車による配水池への補水（8月26日～）

美咲町
・河川水位の低下に伴い、仮設揚水ポンプを設置（8月12日～）
・チラシ掲示による節水広報（8月14日～）

R8.8.31現在
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（５） 農業用水の状況

⚫ 県内の主要なため池や農業用ダムの貯水状況

⚫ 農作物の生育・品質等への影響

２ 渇水対策等について 農林水産部

現状では大きな影響は見られない

県平均で平年より約２０ポイント低い状況
(速報値) （令和８年９月１日現在 ）

有効貯水量 現在貯水量 現在貯水率 平年貯水率
水系別 （万ｍ3） （万ｍ3）

Ａ Ｂ Ｃ＝Ｂ／Ａ Ｄ

旭川水系

　主要ため池等 387 235 61% 84%

吉井川水系

　主要ため池等 1,663 1,127 68% 81%

高梁川水系

　主要ため池等 2,450 1,358 55% 75%

その他水系

　主要ため池等 233 165 71% 92%

岡山県　合計 4,733 2,885 61% 79%

※データ出典：岡山県農林水産部耕地課
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⚫ 啓発活動

⚫ 広報活動

２ 渇水対策等について 農林水産部

中国四国農政局が保有する災害用応急ポンプの
貸出制度や国の渇水対策支援制度の紹介

出典：中国四国農政局HP

管理者等に対し、施設の適切な管理や節水を呼びかけ

（５）農業用水の状況
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（７）その他

●旭川ダムの水位低下に伴い、８月７日から旭川第一発電所の

発電を停止中

２ 渇水対策等について 企業局

月日 取組内容

8月26日(水) 
少雨傾向が続き水不足が懸念されたため、受水企業
に対して自主的な節水を要請

9月3日(木)
公営企業管理者を本部長とする岡山県企業局渇水対
策本部を設置

9月4日(金)
工業用水渇水説明会を開催し、受水企業に給水制限
への協力を要請

●これまでの取組

地区名 水島地区 児島地区 笠岡地区

対象企業数 ３５社 １９社 ２１社

（６）工業用水の状況

●本日10時から10％の給水制限を実施

 対象企業数 ７４社 ※水島・笠岡両地区で受水する企業が1社あり。
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